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２．日本側研究チームの研究目標及び計画概要 

 

アサイーバイオチャーを用いて、ブラジルのアサイー栽培土壌と自然土壌の化学特性および微生

物群集と微生物活性の測定を計画している。また、日本の竹および米のバイオチャーを用いて、

温室と圃場の両方で Plant Soil Feedback を評価する。日本国内のリンゴ品種の休眠遺伝子を探

索し、ブラジルのリンゴ品種と比較する予定である。さらに、2023 年に行ったヒアリングをま

とめたデータをもとに、持続農業を対象として、社会的および経済的観点からアンケートを作成

し、調査を行う。本年度末には、全てのデータのマルチオミクス解析を行う。 

 

3. 日本側研究チームの実施概要 

当チームは、ブラジルのアマゾン、アグロフォレストリー地域の持続農業と経済的活性化のため

に、バイオチャー（バイオ炭）を用いた栽培土壌の研究を行う。2023 年度、チームのメンバー

のうち 3 名がブラジルに渡航し、C.A.M.T.A.（TOMEAÇU 市農業協同組合）の実験農場を視察し

た。また、ブラジル側のチームとも対面およびオンラインにてキックオフミーティングを持ち、

今後の研究についての計画を議論した。日本側のチームは 3 つのグループに分かれて活動してい

る。1 つ目は土壌科学で、アサイーの果実からバイオチャーを作り、赤カビ病の生物防除につい

て試験管実験と化学分析を行った。現在、アマゾン（自然土、アサイー）地域からの土壌とその

他の３箇所（セラード、大西洋岸森林、カーチンガー半乾燥地帯）からの土壌を採集し、日本に

送るための許可が農林水産省から下りた状態である。竹や米など色々な材料を用いて作成したバ

イオチャーを土壌に添加する実験により、温室と圃場の両方で作物の成長(Plant biomass)を比

較、評価している。2 つ目のグループは植物育種を担当する。申請時には主にブラジル品種のリ

ンゴの苗を用いて RNA シーケンシングを行う予定であったが、ブラジル側の遺伝資源に関する

知的財産権の制限があるため、まずは日本品種のリンゴを対象とした解析を準備中である。3 つ

目は農業経済とデータ解析で、C.A.M.T.A.と ASFLORA（アマゾン森林の友協会）について学び、

現地（ブラジルアマゾン地域）にてヒアリングを行い、データを収集している。 
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アグロフォレストリーシステムの例 

ドローン撮影 

C.A.M.T.A.の入り口 


